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蓼
科
高
校
の
地
域
連
携
と
そ
の
進
展 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

校
長 

宮
澤
和
人 

「
明
日
の
地
域
社
会
を
担
う
人

材
を
育
成
す
る
」 

 

こ
の
こ
と
は
百
二
十
一
年
前

の
学
校
創
立
時
よ
り
変
わ
ら
な

い
本
校
不
変
の
社
会
的
使
命
で

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
近
年
本
校

で
進
め
て
い
る
具
体
的
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

一 

蓼
高
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

構
想 

 

ど
の
よ
う
に
地
域
の
教
育
資

源
を
取
り
込
み
、
本
校
の
教
育

活
動
に
生
か
し
て
い
る
か
、
下

の
図
を
ご
覧
下
さ
い
。
こ
れ
は
、

従
来
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
総

合
的
な
連
携
を
地
域
諸
団
体
と

と
も
に
行
う
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
構
想
を
概
念
化
し
た
も
の
で

す
。 

 

二 

進
路
指
導
と
新
た
な
地
域

連
携
授
業 

 

地
域
社
会
の
各
団
体
や
有
志

の
方
々
が
、
共
育
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
（
校
内
の
各
担
当
者
の
窓

口
）
で
調
整
を
行
い
、
校
内
の

教
育
活
動
に
落
と
し
込
み
ま

す
。
従
来
は
、
『
蓼
科
学
』
の

よ
う
な
「
◎
授
業
連
携
」
が
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
更
に
近
年
本
校
が
力
を
入

れ
て
き
た
の
が
「
◎
進
路
指

導
」
で
す
。 

 

生
徒
の
進
路
指
導
と
連
動

す
る
こ
と
で
、
よ
り
本
校
の
社

会
的
使
命
が
果
た
せ
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は

授
業
に
加
え
、
具
体
的
な
地
元

の
方
と
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

を
設
け
、
地
域
で
暮
ら
す
大
人

の
熱
い
思
い
が
生
徒
に
伝
わ
る

進
路
学
習
経
験
で
す
。
今
年
度

は
『
夢
講
座
』
と
銘
打
ち
他
校

生
徒
も
参
加
し
た
地
元
企
業
説

明
会
や
、
地
元
中
心
の
職
場
体

験
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
右
図
の
よ
う
に
、
地

元
企
業
就
職
者
が
激
増
し
ま
し

た
。 

 
ま
た
、
町
役
場
の
企
画
課
と

も
連
携
の
輪
を
広
げ
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
方
々
に
授
業
や

体
験
学
習
で
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
生
徒
は
よ
り

リ
ア
ル
な
地
域
課
題
と
対
峙

し
、
熱
心
に
課
題
解
決
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

三 

更
な
る
発
展
を
願
っ
て 

進
路
指
導
と
同
時
に
進
め
て

い  

【
編
集
後
記
】 

 

新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
今
年
こ

そ
は
同
窓
会
活
動
や
同
級
会
の
開

催
な
ど
、
会
員
の
交
流
が
深
ま
る
年

と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
事
務
局
（
連
絡
先
）
】 

電
話 

:
 0
26
7-

56
-1
01
5 

F
A
X 
 :
 0
26
7-

51
-3
00
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E
-
ma
il
: 

t
a
te

sh
in
a-

hs
@p
re
f.
na
ga
no
.l
g.
j
p
 

る
の
が
、
『
◎
諸
行
事
』
で
す
。

例
え
ば
従
来
の
町
の
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
に
加

え
、
町
の
企
画
課
が
実
施
し
て

い
る
地
域
課
題
解
決
イ
ベ
ン
ト

「
タ
テ
シ
ナ
ソ
ン
」
に
本
校
生

が
積
極
的
に
か
か
わ
る
取
り
組

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
授
業

と
生
徒
会
行
事
を
含
め
た
こ
れ

ら
の
体
験
で
「
人
間
力
」
を
つ
け

た
生
徒
が
、
国
公
立
大
学
に
進

学
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
本
校
の
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

 0

国
公
立
大
学
に
進
学
す
る

ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
本
校
の
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

蓼科高校 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共
育
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム 

立科/東信各自治体 

住民有志 

諸団体 

各観光協会 

各商工会 

地域社会 

◎授業連携 

 ・「蓼高タイム」 

 ・「蓼科学」 

 ・「地域Ⅰ・Ⅱ」など 

◎進路指導 

 ・企業説明会 

 ・職場体験 

 ・資格試験など 

◎諸行事（相互協力） 

 ・商工会祭、ポプラ祭等 

蓼高コンソーシアム 

年　度 団体名

2019年度（1名） ハートフルケアたてしな

立科金属

イッシン工業

立科金属

立科金属

イッシン工業

イッシン工業

有限会社ヤマウラ

2020年度（2名）

2021年度（5名）

町内事業所就職者

「
協
賛
金
」
の
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す 

同
窓
会
の
主
な
収
入
は
、
在
校

生
が
入
会
時
に
納
入
す
る
入
会
金

で
す
が
、
一
般
会
員
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
く
協
賛
金
も
重
要
な
収
入

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

活
動
が
安
定
的
に
行
え
る
よ
う

協
賛
金
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

※
納
入
方
法 

郵
便
振
替
に
よ
り
次
の
口
座
へ

お
願
い
し
ま
す
。 

 

口
座
記
号
・
番
号
・
名
義 

 

○
○
五
三
○ 

- 

六 -
 

八
六
二
九
四

長
野
県
蓼
科
高
等
学
校
同
窓
会 

※
金
額 

二
千
円
以
上
で
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 
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